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侵入検知の設定方法（カメラ）
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侵入検知の設定方法（カメラ）

①「設定」をクリックします。
②「インテリジェント分析」＞「侵入検知」を選択します。

①

②
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侵入検知の設定方法（カメラ）

③侵入検知エリアを設定します。
画面上で左クリックを押すとエリアの角を設定できます。右クリックを押すと終了します。

④侵入検知の機能を有効にする場合は、スイッチを「ON」にします。
⑤検知する対象を制限する場合は、「ターゲットタイプ」を「ON」にし、「タイプ」のプルダウンから“人物”や“車両“
などの検知対象を選択します。

③ ④

⑤
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侵入検知の設定方法（カメラ）

⑥侵入検知でターゲットを検知したときのカメラの動作を設定します。
アラーム出力：カメラから信号を出力します。
音声アラーム：カメラにアップロードされている音声ファイルを出力することができます。
フラッシュアラーム：カメラから白色のライトが出力されます。
アラーム録画：録画を行います。
アラームメール：メールを送信します。
FTPアップロード：FTPサーバーに画像をアップロードします。

⑥
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侵入検知の設定方法（カメラ）

⑦スケジュールを選択します。
⑧「適用」をクリックして設定を保存します。

⑦

⑧
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ラインクロスの設定方法（カメラ）
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ラインクロスの設定方法（カメラ）

①「設定」をクリックします。
②「インテリジェント分析」＞「ラインクロス」を選択します。

①

②
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ラインクロスの設定方法（カメラ）

③検知ラインを設定します。
マウスを左クリックしながらドラッグすると検知ラインを設定できます。

④プルダウンから反応する向きを設定します。
⑤ラインクロスの機能を有効にする場合は、スイッチを「ON」にします。
⑥検知する対象を制限する場合は、「ターゲットタイプ」を「ON」にし、「タイプ」のプルダウンから“人物”や“車両“
などの検知対象を選択します。

③ ⑤

⑥

④
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ラインクロスの設定方法（カメラ）

⑦ラインクロスでターゲットを検知したときのカメラの動作を設定します。
アラーム出力：カメラから信号を出力します。
音声アラーム：カメラにアップロードされている音声ファイルを出力することができます。
フラッシュアラーム：カメラから白色のライトが出力されます。
アラーム録画：録画を行います。
アラームメール：メールを送信します。
FTPアップロード：FTPサーバーに画像をアップロードします。

⑦
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ラインクロスの設定方法（カメラ）

⑧スケジュールを選択します。
⑨「適用」をクリックして設定を保存します。

⑧

⑨
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出力音声の設定方法（カメラ）
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出力音声の設定方法（カメラ）

①「設定」をクリックします。
②「アラーム」＞「音声アラーム出力」を選択します。
③「編集」をクリックします。

①

②
③
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出力音声の設定方法（カメラ）

④「フォルダ」のアイコンを設定します。

④
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出力音声の設定方法（カメラ）

⑤アップロードする音声ファイルを選択します。
ファイル形式は「wav」か「mp3」を選択できます。

※音声ファイルはご自身でご用意ください。

⑥「開く」をクリックします。

⑤
⑥
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出力音声の設定方法（カメラ）

⑥選択したファイルが反映されていることを確認します。
⑦「保存」をクリックします。

⑥
⑦
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出力音声の設定方法（カメラ）

⑧選択したファイルが反映されていることを確認します。

⑧
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出力音声の設定方法（カメラ）

⑨侵入検知やラインクロスの「音声アラームファイル」からアップロードしたファイルを選択することができるよう
になります。

⑨
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出力音声の設定方法（カメラ）

音量の調節をおこないます。

⑩「設定」をクリックします。
⑪「デバイス」＞「音声出力」を選択します。
⑫「音声出力」を「ON」、内蔵スピーカーを使用する場合は「音声出力タイプ」で「内部」を選択、
「出力音声」のスライダーでスピーカーの音量を調節することができます。

⑬「適用」をクリックして設定を保存します。

⑩

⑪
⑫

⑬
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侵入検知の設定方法（レコーダー）
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侵入検知の設定方法（レコーダー）

①「アラーム」＞「インテリジェント分析」をクリックします。

①
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侵入検知の設定方法（レコーダー）

②「侵入検知」を選択します。
③チャンネルから侵入検知を有効にしたいチャンネルを選択します。
④侵入検知を有効にする場合は、「有効化」のスイッチを右側に設定します。
⑤「イベントアクション」を選択します。

②
③
④
⑤
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侵入検知の設定方法（レコーダー）

⑥侵入検知でターゲットを検知した時のレコーダーの動作を設定します。
プッシュメッセージ：スマートフォンアプリに通知を送信します。
ポップアップメッセージ：ライブ画面上にメッセージを表示します。
ブザー：レコーダーからブザー音を出力します。
全画面表示：ライブ映像を分割画面表示している場合、反応があったチャンネルが全画面表示されます。
アラーム出力の有効化：レコーダーのアラーム接点から信号が出力されます。
カメラのアラーム出力を有効にする：カメラのアラーム接点から信号が出力されます。

⑦「適用」をクリックして設定を保存します。

⑥

⑦
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侵入検知の設定方法（レコーダー）

⑧「検出エリア」をクリックします。
⑨侵入検知エリアを設定します。
画面上で左クリックを押すとエリアの角を設定できます。右クリックを押すと終了します。

⑩各項目を設定します。
音声アラームファイルの「音声1」などの番号は、
カメラの「アラーム」＞「音声アラーム出力」のページで表示される音声のIDと関連しています。

⑪「適用」をクリックして設定を保存します。

⑧
⑩

⑪

⑨
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侵入検知の設定方法（レコーダー）

⑫「スケジュール」をクリックします。
⑬青い箇所が侵入検知の機能がオンになっている時間帯です。
⑭「適用」をクリックして設定を保存します。

⑭

⑫

⑬
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ラインクロスの設定方法（レコーダー）
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ラインクロスの設定方法（レコーダー）

①「アラーム」＞「インテリジェント分析」をクリックします。

①
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ラインクロスの設定方法（レコーダー）

②「ラインクロス」を選択します。
③チャンネルから侵入検知を有効にしたいチャンネルを選択します。
④ラインクロスを有効にする場合は、「有効化」のスイッチを右側に設定します。
⑤「イベントアクション」を選択します。

②

③
④
⑤
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ラインクロスの設定方法（レコーダー）

⑥ラインクロスでターゲットを検知した時のレコーダーの動作を設定します。
プッシュメッセージ：スマートフォンアプリに通知を送信します。
ポップアップメッセージ：ライブ画面上にメッセージを表示します。
ブザー：レコーダーからブザー音を出力します。
全画面表示：ライブ映像を分割画面表示している場合、反応があったチャンネルが全画面表示されます。
アラーム出力の有効化：レコーダーのアラーム接点から信号が出力されます。
カメラのアラーム出力を有効にする：カメラのアラーム接点から信号が出力されます。

⑦「適用」をクリックして設定を保存します。

⑥

⑦
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ラインクロスの設定方法（レコーダー）

⑧「検出エリア」をクリックします。
⑨検知する対象を制限する場合は、「ターゲットタイプ」を「ON」にし、「タイプ」のプルダウンから“人物”や“車両“
などの検知対象を選択します。

⑩各項目を設定します。
音声アラームファイルの「音声0」などの番号は、
カメラの「アラーム」＞「音声アラーム出力」のページで表示される音声のIDと関連しています。

⑪「適用」をクリックして設定を保存します。

⑧
⑩

⑪

⑨
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ラインクロスの設定方法（レコーダー）

⑫「スケジュール」をクリックします。
⑬青い箇所がラインクロスの機能がオンになっている時間帯です。
⑭「適用」をクリックして設定を保存します。

⑭

⑫

⑬
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ポップアップメッセージの例（レコーダー）
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ポップアップメッセージの例（レコーダー）

侵入検知の場合を説明します。

①設定したエリア内の侵入を検知すると、レコーダーのライブ映像上にポップアップメッセージが表示されます。
②検知された時の映像やログを確認したときは「詳細」をクリックします。
レコーダーにHDDが搭載されていない場合は映像を確認することはできません。

③メッセージを閉じる場合は、「OK」をクリックします。

①

② ③
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ポップアップメッセージの例（レコーダー）

前のページで「詳細」をクリックした場合、アラーム録画のページが表示されます。

④アラームが発生したログを確認することができます。
⑤アラームが発生したときの映像を視聴したい場合は、再生アイコンをクリックします。

※ライブ映像画面左下の「家のアイコン」→「再生」→「アラーム録画」からもこの画面に移動できます。

④

⑤
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ポップアップメッセージの例（レコーダー）

⑥再生ウィンドウが表示され、アラームが発生した時点の録画を視聴することができます。

⑥
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ポップアップメッセージの例（レコーダー）

⑦アラームが発生したときの映像をバックアップしたい場合は、ダウンロードアイコンをクリックします。
ダウンロードには、USBメモリをレコーダーのUSBポートに接続する必要があります。

⑦
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ポップアップメッセージの例（レコーダー）

⑧バックアップのウィンドウが表示されます。
バックアップの条件などを設定します。

⑨「保存」をクリックするとバックアップが開始されます。

⑧

⑨
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